
シ
マ
1

1
、γ
ミ

苔
と
も
い
う
た
が
、
目
録
な
ど
に
は
矢
川
町
。
ぬ
桜
苔

と
仰
い
た
。

シ
マ
ノ
リ
マ
サ
志
摩
則
正

路
島
郡
七
局
の
人
。

逝
裕
吉
左
衛
門
。
志
限
吉
兵
衛
好
短
の
子
。
釘
月
?
を

そ
の
矢
及
び
沼
山
の
お
木
久
間
肱
允
胤
に
尽
び
、
文
政

巾
指
南
所
を
聞
い
て
教
授
し
た
が
、
後
{
来
援
表
へ

て
、
交
と
共
に
乗
船
を
梁
と
し
、
天
保
十
三
年
九
且

に
裂
し
た
。

シ
マ
ハ
ッ
カ

島
八
ケ

鹿
島
郡
能
昌
明
白
を
能
積

ぬ
庄
と
も
ぬ
八
ヶ
庇
と
も
い
ひ
‘後
仰
略
し
て
ぬ
入
ヶ

と
椴
へ
た
。
文
明
十
三
年
向
閃
代
官
氏
吉
の
利
都
に
、

島
八
e
村
と
し
て
野
崎
・須
曾
・
飯
，
浦
(
牢

J

浦〉
・
鈎

(山

)-m
m
-附加山・闘
・
エ
ノ
ミ
(
飯
目
)
腕
断
〈
入
今

崎
)
宇
一
務
げ
、
そ
の
闘
と
無
関
と
は
後
悦
雨
村
で
あ

る
も
の
を
一
つ
と
し
て
ゐ
る
。

能
殺
島
庄
は
初
め
此

等
入
命
村
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
紫
僻
し
て
什

一今村

と
な
り
、
そ
の
内
入
今
中
断
簡
の
泊
が
制
問
え
て
二
十
村

に
な
っ
た
。

シ
マ
パ
ヤ
シ
ホ
リ
ュ
ウ

島
林
甫
立

金
剛
怖
の
伺

人
o

V
〈
桶
太
市
町
年
明
を
失
ひ
、
甫
4
3
代
っ
て
諾
凶

の
風
客
と
交
る
を
以
て
、
自
ら
そ
の
伎
に
曲
、
L
、
明

治
十
四
年
六
月
間
引
柳
金
六
代
官
創
附
し
た
。
四
十

一

年
五
月
十
九
日
六
十
七
践
を
以
て
授
。

シ
マ
パ
ラ
ノ
ラ
ン

島
原
白
説

寛
永
十
四
証
切

支
丹
敬
従
の
ぬ
阪
に
低
を
起
し
た
時
、
前

m光
高
は

自
ら
討
伐
の
任
に
常
ら
ん
こ
と
を
蹴
う
た
が
、
幕
府

は
未
だ
之
青
煩
す
裂
が
な
い
と
し
て
許
さ
な
か
っ

た
。
凶
っ
て
加
賀
線
は
、
山
崎
小
右
術
門
を
使
節
と

し
、
待
問
足
柄
則
郎
加
左
衛
門

・
足
柄
武
部
久
左
衛

門
を
回
附
と
し
て
従
軍
せ
し
め
た
が
、
十
況
年
二
月

城
陥
っ
た
目
、
久
左
衛
門
は
械
の
首
一
級
を
得
た
か

ら
、後
政
百
石
を
典
へ
ら
れ
、歩
組
に
泌
め
ら
れ
た
。

ジ
マ
ハ
リ
ケ
ン
チ
地
廻
橡
地

J
ケ
ン
テ

銭

h
a
 

u川

シ
マ
ベ
ツ
シ
ヨ

島
別
所

附
出
品
川
能
続
蛇
庄
の

別
所
を
‘
明
治
巾
に
烹
っ
て
品
川
刷
所
と
収
め
た
。

シ
マ
ヤ
ヨ
ソ
ベ
工

島
屋
興
三
兵
衛

i
カ
ハ
シ

マ
マ
サ
ノ

リ

河
砧
一
止
卿
。

シ
マ
ヨ
シ
カ
ネ
志
摩
好
矩

逝
梅
吉
兵
衛
。
臨

応
部
七
陥
に
佐
し
、
一車
そ
丹
後
屋
と
い
う
た
。
そ
の

組
は
同
郡
能
鞍
部
よ
り
問
で
、
資
産
に
引
か
で
、
総

の
用
諮
宇
一
勤
め
た
。
好
短

m
mそ
好
ん
で
山
山
の
お

木
久
説
先
胤
に
日

び
、
W
H
政
十
年
釘
訟
短
AHH
荷
数

し
、
そ
の
他

m一法
諮
問
凶
併

-P法
術
鮮
の
制
が
あ
り
、

文
政
六
年
九
月
に
は
久
腕
加
夫
郡
阿
良
加
志
比
古
一
岬

祉
に
釘
断
聞
や
-
務
納
し
た
が
、
後
に
袋
徴
し
て
舟
采
り

と
な
り
、
天
保
九
年
四
月
間
目
。
好
矩
の
問
ひ
た
鈴
慨

は
上
段
一
駅
下
段
来
航
二
十
四
桁
の
う
ち
、
左
か
ら

十
二
桁
の
次
と
十
=
一
桁
の
聞
に
m
t
附
脅
投
け
た
も
の

を
、
一見
に
八
段
に
蹴
列
し
た
'も
の
で
、
防
次
聞
方
に

於
い
て
方
眼
舷
に
鈴
木
を
布
〈
代
り
に
岱
織
を
使
用

す
る
工
夫
と
し
、六
一
東
側
方
ま
で
に
使
用
し
得
ら
れ
、

会
闘
に
骨
て
見
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

シ
マ
ヨ
へ
工

島
奥
兵
衛

石

川
郡
八
日
市
な
る

阿
木
氏
に
坐
ま
れ
、
松
任
の
尚
氏
の
家
や
目嗣
い
だ

m

m者
で
、
古
訴
を
好
み
、
教
の
威
力
を
問
。
、
子
弟

に
教
授
し
た
。
明
治
什
二
年
十
三
周
三
十
日
五
十
八

銭
や
以
て
問
問
。

シ
マ
リ
ダ
カ
錨
一
一
品
百
姓
の
犯
非
又
は
逃
走
容

に
よ
っ
て
、
出
耐
に
初
代
牧
せ
ら
れ
た
刊
を
い
ふ
。
村
役

人
を
し
て
作
配
せ
し
め
、
そ
の
作
総
米
十
-mM
却
し
た

代
銀
を
上
納
せ
し
め
た
。
但
し
抽
出
死
人
交
は
牢
死
人

の
持
高
は
、
説
A
H
に
よ
り
て
そ
の
男
子
に
奥
へ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
る
。

シ
マ
ン
ゴ
ク
ウ
ラ
四
砥
石
浦

石
川
梢
相
川

・

石
女
等
手
取
川
に
近
い
約
四
市
山
石
の

m地
で
、

一
向

一
授
同
代
に
所
前
川
即
刻
と
僻
し
、
安
古
家
長
経

川
細
川
川
が
制
綴
い
で
領
し
た
所
と
い
」
。

ジ
マ
ン
ザ
イ
地
市
開
設
』
マ

y
ザ
イ
瓜
説
。

シ
マ
ン
ロ
ク
セ
ン
ニ
チ
四
市町
六
千
目

白
七
月

九
目
減
下
側
、
世
悦
で
行
は
れ
る
細
川
科
の
祭
日
を
聞

広
六
千
日
と
い
ひ
、
附
認
の
詠
歌
ψ
一高
唱
し
て
管
か

ら
山
由
に
述
し
た
。
こ
の
日
玉
出
家
そ
食
す
れ
ば
耐
を

犯
れ
る
と
前
ぜ
ら
れ
る
。
爺
し
山
附
決
成
の
三
路
旅

犯
に
、
問
問
六
千
日
は
矧
持
欲
日
の
一
つ
で
、
七
且

十
日
に
日
ろ
と
せ
ら
れ
石
か
ら
、
余
聞
で
九
日
と
す

ろ
の
は
そ
の
法
夜
で
あ
ら
う
。
同
引
けに
ま
た
、江
戸
で

こ
の
目
玉
消
黍
を
斑
る
こ
と
は
、文
化
の
米
に
初
白
、

加
除
の
効
が
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、
金
仰
で
除
災
四
川
副
酬

の
市
川
に
M

附
す
る
の
は
刺
犯
の
制
じ
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ミ
ヅ

清
水

江
泊
榔
那
谷
谷
に
関
す
る
部

首
問
。
江
泊
芯
制
に
、
山
川
水
村
初
来
と
凶
し
、
村
の
後

目
に
抑
戸
愉
三
J
別
あ
っ
て
、
九
七
民
三
伏
に
も
削
れ

ぬ
と
あ
る
。
村
名
は
是
に
同
る
。
こ
の
村
の
祉
を
天

王
崩
御
前
祉
と
い
う
た
。

シ
ミ
ヅ

清
水

能
袋
地
腕
梅
郷
に
回
附
す
る
師
副
都
。

明
治
八
年
十
月
二
山
と
併
せ
て
出
合
と
し
た
。

シ
ミ
ヅ

清
水

河
北
川
小
坂
庄
に
邸
す
ろ
邸
稿
。

明
治
巾
岡
市
主
的
水
と
股
め
た
。

シ
ミ
ヅ

清
水

河
祐
樹
訓
上
庇
に
邸
す
る
部
古
川

で
、
出
師
、
併
の
巾
央
部
宇
占
め
て
ゐ
弔
。

シ
ミ
ヅ

清
水

以
烹
榔
民
間
比
庄
に
邸
す
る
部
古
川
。

郷
村
名
磁
抄
に
、
村
内
に
消
山
市
が
あ
吊
に
依
っ
て
各

そ
得
た
と
あ
る
。

シ
ミ
ヅ

清
水

源
洲
泊
四
梅
郷
に
邸
す
る
部
町
問
。

能
書
官
名
跡
志
に
寸
前
水
村
、
仁
江
よ
り
八
町
あ
り
。

皆
問
附
に
し
て
、
御
開
縦
断
々
に
あ
り
。
此
所
は
難

所
多
〈
、滋
飢
放
と
い
へ
ど
も
、山
水
の
眺
織
ま
ず
。

関
宿
の
体
.
四
百
聞
の
人
家
の
風
伯
、
文
頭
ひ
な
き
な

三
士
八

清
水
今
江

刑
制
同
制
田
明
相
官
庄
に

が
め
也
。
』
と
あ
り
、
叉
能
積
誌
に
、『清
水
村
の
畿
に

務
純
の
問
h
J
紛
ふ
と
て
、
三
つ
に
わ
れ
し
大
行
あ

り
。
一
つ
わ
れ
の
き
た
る
石
上
に
水

m
oて
、
如
何

な
る
日
照
に
も
乾
〈
こ
と
な
し
。
此
水
に
て
目
そ
洗

へ
ば
、
何
た
る
脳
病
も
悠
ゆ
る
と
い
へ
り
。
』
と
見
え

る。
シ
Z
ヅ
イ
マ
エ

闘
す
る
押
加
古
川
。

シ
Z
ヅ
カ
ッ
ト
モ

清
水
勝
知

遇
抑
制
内
磁
太

・

入
右
術
門
。
紅
白
二
証
議
官
入
多
十
郎
の
辿
知
~
白
石
狩

削盟ぎ
、
御
作
郁
容
行
・白
光
院
仙
川
御
用
人
に
眼
任
し

た
が
、
安
永
中
飢
心
し
て
印
牧
茂
兵
衛
を
傷
つ
け
た

お
、
知
行
を
召
政
さ
れ
、
十
人
扶
持
を
紛
う
て
一
門

預
と
な
り
、
天
明
四
年
裂
し
た
。

シ
Z
ヅ
カ
ン
ノ
ン

清
水
観
音

路
島
前
市
山
行
に

も
と
鑓
吉
宗
河
川
水
寺
と
い
ふ
が
あ
り
、
閥抗
H

キ
一本
館

と
し
た
が
、
明
治
の
後
清
水
制
一
位
と
な
b
、
直
に
凶

行
制
祉
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

シ
Z
ヅ
ギ
ヨ
タ
シ
ユ
ウ

清
水
豆
洲

金
保
の
古

家
o
m
mを
加
と
い
ひ
、
森
面
倒
の
門
人
で
あ
る
。
滞

末
か
ら
明
治
初
年
の
入
。

シ
Z
ヅ
キ
ン
ザ
プ
ロ
ウ

清
水
金
三
郎

蹴
は
両

信
。
本
多
氏
に
仕
へ
て
従
組
に
斑
し
た
。
明
治
元
年

経
後
に
出
征
し
、一

一年
二
月
凱
旋
。
存
い
で
主
君
本

多
政
助
の
暗
殺
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
復
館
の
同
志
に

加
り
、
四
年
十
一

月
什
三
日
本
多
誠

一
等
の
附
野
悌

五
郎
を
倒
す
や
、
直
に
之
を
小
'宜
野
に
向
か
ひ
た
る

矢
野
彼
平
等
に
報
じ
、
策
M
T
即
時
が
官
野
川
音
を
製
慨

し
た
際
、
そ
の
門
前
笹
戒
の
任
に
日
っ
た
。
之
を
以

て
抗
年
十

一
月
四
日
禁
鋼
4
t
年
に
陛
せ
ら
れ
た
が
、

後
減
刑
せ
ら
れ
て
十

一
年
二
月
出
獄
し
、
サ
九
年
三

月
間
日
し
た
。
享
年
四
十
九
。

シ
ミ
ヅ
ク
へ
Z

清
水
九
兵
衛

初
代
右
前
京
都


